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研究の概要

加速度計を用いたHAR（Human Activity Recognition）手法と深層学習を組み合わせることで，建

設現場作業員の従事している作業を大局的に把握するシステムの開発を行った．さらに，これら端末の

データ記録開始・終了操作をスマートフォンにて一元的に行うアプリケーションの開発を行った．

研究の背景と目的・研究内容・研究成果

《 研究の背景と目的 》

既存のワークサンプリング手法による生産性情報の把握を，センシング技術を用いたHAR（Human
 Activity Recognition）手法と深層学習を組み合わせることで，建設現場作業員の従事している作業

状況を自動的かつ定量的に把握することを目的とする．これにより得られたデータと実際の現場の状

況把握によって，工程や動線の問題抽出と見直しや，新工種などの導入効果を統計情報に基づいて定量

的に示すことができる「生産性向上とワークフロー改善のためのツール」の基盤とすることを目指すも

のである．

《 研究内容 》

作業員が時間経過と共に一定方向に展開しながら作業を行う屋外

の舗装工事を対象とした．右図のようなセンサ（加速度，温湿度，ス

マートフォン）を装着した作業員の作業状況を自動的に把握するシス

テム構築に対してCNN（Convolutional Neural Network）およ

びLSTM（Long Short-Term Memory）のアルゴリズムを使用したシ

ステム構築を行った。併せて，データ取得端末として市販の加速度計，

温湿度計，温湿度計を接続・統合してデータを取得するアプリケーシ

ョンと，取得されたデータを時系列的に統合するアプリケーションの

開発を行った．

《 研究成果 》

右図のシステム開発と，

データ取得およびデータ

統合アプリケーションの

開発が行われ，実際の建設

現場および試験施工で得

られた作業員の動作情報

によるシステムの動作確

認と，現段階での分析精度

検証が行われた．分析精度

の検証はサブシステムご

とに実施された．

・センサ類をヘルメットに装着 
・スマートフォンを胸ポケットに入れる 
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